
 

 

 

                   

  

 

 ロック協調形地絡方向継電装置 

 LDG-25 LDG-26 
 

№66-7JE19 

 

   
 

 
 
 

画期的な動作協調機能で、シリース・トリップを防止 

時限協調のとりにくい設備に最適 

‘88 電設工業展 東京都知事賞 受賞 

ＪＩＳ Ｃ 4609－1990（高圧受電用地絡方向継電装置）適合品 

内線規定 JEAC8001－2000 8 章  3805-6-4（地絡遮断装置）推奨該当品 

高圧受電設備規定 JEAC8011-2002、 第 2 編 第 1 章、100-2-4 推奨該当品 



 

 

 

                   

特  長  
 

1) 高圧配電線路に LDG-25・26 を数台直列に設置した場合、事故区間を LDG-25・26 相互で協調をとりあい、事故

点に近い電源側の LDG-25・26 を約 0.2 秒で動作させます。 

2) 取付穴寸法、外部接続は LDG-71・73 と同じです。（混用はできません） 

また、零相変流器（貫通形 M41～M240, 分割形 DM70,DM100）、零相蓄電器（ZPC-9B）と互換性があります。 

分割形零相変流器 DM55 とは互換性がありません。同一製造番号による組み合わせ出荷となります。 

3) フィルター回路の強化により、波形が歪んだ電流でも正常に動作します。また電波障害やノイズ、サージに対して

も強くなっています。 

4) 多回路用 LDG-25にも動作電圧表示灯（赤）を設けています。 

5) 電力会社の変電所にある地絡方向継電器の動作時間が 0.5 秒に整定されている場合でも動作協調は可能です。 

4段迄、直列的に設置ができます。 

6) LDG-25・26相互間の協調信号の送受信はＶo信号線（M-N線）を使用します。専用配線は必要ありません。 

7) 万一動作対象の LDG-25・26が不動作、または遮断器の不動作などの場合でも、バックアップ機能により 

0.35 秒ですべての LDG-25・26が動作し、構内事故を安全に保護します。 

8) 零相電圧変換器と組み合わせて使用することにより、EVT（GPT）とも組み合わせが可能です。 

EVT（GPT）と組み合わせる場合は必ずお問い合わせください。 

 

 

機  種  
 

LDG-26 1回路用  

LDG-25 多回路用 LDG-26 と組み合わせ 
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仕  様  
 

形 式 

項 目 
LDG-26 LDG-25 

定 格 

動 作 電 流 整 定 値 0.1-0.2-0.4-0.6-1.0（A） 

動 作 電 圧 整 定 値 

（完全地絡電圧の％） 
2.5-5.0-7.5-10-15（%） ― 

ロ ッ ク 協 調 整 定 値 上位 1－2－3－4 

動 作 時 間 整 定 値 0.2ｓ・バックアップ（0.35ｓ） 

制 御 電 圧 AC110V  使用電圧範囲 AC90～120V 

周 波 数 50/60Hz 

使 用 

状 態 

周 囲 温 度 -20℃～+60℃ 

相 対 湿 度 30%～80% 

標 高 2000m以下 

性 能 

消 費 電 力 常時 AC110V 4.4VA  動作時 AC110V 5.5VA 

動作値誤差 
Io ±10% 

Vo ±25% ― 

動 作 位 相 誤 差 
Vo=整定電圧値の 150%電圧， Io=整定電流値の 1000%電流 

（進み）120°～165°（遅れ）15°～60° 

0°

90°
120°

165°

-15°

-60°

180°

-90°

動作領域

不動作領域

 

動 作 時 間 誤 差 

試験電流 

整定値 (s) 

整定電流に対する % 

130% 400% 

0.2 0.1～0.25 0.1～0.2 

バックアップ 0.35 0.28～0.4 0.25～0.4 
 

制 御 電 圧 の 影 響 
AC 90～120Vにおいて（標準状態における実測値に対して） 

動作電流 ±5%  動作位相 ±5°動作電圧 ±10%  動作時間 ±10° 

温 度 の 影 響 
-20℃～+60℃にて（標準状態における実測値に対して） 

動作電流 ±10%  動作位相 ±15°動作電圧 ±15%  動作時間 ±10° 

過 地 絡 耐 量 AC120A連続 

絶 緑 抵 抗 継電器の電気回路一括と外箱間    DC500V メガーにて 20MΩ以上 

商 用 周 波 耐 電 圧 継電器の電気回路一括と外箱間    AC2000V 1分間 

振 動 複振幅 0.4mm 16.7Hz  前後，上下，左右，各方向 600ｓ 

LDG-25   接続台数 30台 ― 

機 能 

試 験 方 式 試験スイッチ 

動作表示 

表示方式 
マグサイン表示（動作時 橙） 

Io，Voの動作表示 ： 発光ダイオード表示（赤） 

復帰方式 
マグサイン表示      ： 手動復帰方式 （復帰スイッチ） 

Io，Voの動作表示 ： 自動復帰方式 

出力接点 

復帰方式 手動復帰方式 （復帰スイッチ） 

構 成 2ａ 

開閉容量 

電圧       力率 cosφ=1，L/R=1ms cosφ=0.4，L/R=7ms 

AC110V 5A 2A 

DC100V 0.6A 0.2A 

閉路容量 DC140V 5A 0.2s （ L/R＝７ms ） 

外 装 色 マンセル記号 N1.5 

質 量 約 1.3Kg 

 



 

 

 

                   

構 成   動 作  
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今、P 点で地絡事故が発生すると、零相変流器（ZCT1）～

（ZCT4）の各々の一次側に零相電流（Ｉo）が流れ、それぞ

れの ZCT で二次出力に変換し、継電器（DGR1）～継電

器（DGR4）の各々の Z1，Z2 入力端子に信号が印加されま

す。 

一方、零相蓄電器（ZPC）の一次側には零相電圧（Ｖo）が

生じ、これを二次出力に変換し、DGR1 の Y1，Y2入力端子

に信号が印加されます。 

Ｉo 信号は各々継電器のフィルター回路で高調波を除去、

基本波分をとり出し、波形整形回路でパルス波にすると共

に増幅回路で信号を増幅し、この信号が整定されたレベ

ル検出値以上になるとレベル検出回路が動作しＶo 記号

と位相比較する AND回路へ入力されます。 

一方Ｖo 信号は、DGR1 のフィルター回路で基本波分をと

り出し、波形整形回路で幅の狭いパルス波にし、増幅回

路で増幅した信号が整定値以上になるとレベル検出回路

が動作し、Ｖo パルス波をＩo 信号との位相比較する AND

回路へ入力すると、各継電器の AND 回路へＶo 信号線

（M-N 線）を介してＶo パルスを作ります。事故点が P点で

あると、DGR4 の場合は電源側の地絡事故となり AND 回

路の出力が発生せず不動作となります。 

DGR1～DGR3 は負荷側の地絡事故であり、AND 回路に

出力が発生します。 

DGR3 と DGR2 は AND 回路が作動すると協調信号を発

生し、Ｖo 信号線（M-N 線）へ各々異なった信号を送信し

ます。DGR2 は DGR3 からの信号を受信、DGR1 は

DGR2、DGR3 からの信号を受信します。DGR3 は DGR4

からの協調信号が送信されないため、約 0.2 秒で内部補

助リレー（Ｘ）を動作させ、遮断器を遮断します。 

 

上図で実線の ZCT取付け位置は、高圧受電設備規程によ

るケーブル引込みの場合を示します。 

また破線の位置に設けることもあります。
 

 

 



 

 

 

                   

整  定  
 

地絡方向継電器の Vo、Io 整定値は一般的に Vo=5%、

Io=0.2A、動作時間=0.2s に整定されますが、LDG-25・26

の場合には、動作時間は一律に 0.2s 固定で、数台を直

列に設置する時にはロック協調整定値を電源側上 

 位より 1、2、3、4にそれぞれ整定してください。 

Vo の整定は電力会社殿とお打ち合わせの上、決定して

ください。 

 

ブロック図  
 

 

LDG-26 

 

フィルター

Ｖｏ信号出力

電 源

波 形 整 形

レベル検出

自 己 保 持

動 作 表 示

Ｘ

フィルター レベル検出

波 形 整 形

ＰＳ２

Ｘ

Ｘ

ＰＳ１

電圧表示

電流表示

ＰＴ

ＬＤＧ－２５

Ｚ１

Ｚ２

Ｍ

Ｎ

Ｐ１

Ｐ２

ａ１

ｃ１

ａ２

ｃ２

Ｅ

ＺＣＴ

ＡＣ１１０Ｖ

引外し

警報

コイル

Ｙ１

Ｙ２

ＺＰＣ

時 限

協調信号出力 協 調 整 定

協 調 選 別 時 限 整 定協調信号入力

増 幅

増 幅

Ｒ

Ｒ

ＰＴ

ＰＳ１

ＰＳ２

Ｘ

電源トランス

試験スイッチ

復帰スイッチ

リレー

＆

＆

＆

 
     

 

LDG-25 
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外部接続図例  
 

1) 電圧引き外しの場合（LDG-26 と ZPC-9B の場合） 
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2) 電流引き外しの場合（LDG-26,CF-15A と ZPC-9B の場合） 

ＴＣ

ＤＳ

ＺＣＴ

Ｋ

Ｌ

ＶＴＦ

ＣＢ

ＣＴ

Ｎ

Ｅ

ＬＤＧ－２６

Ｅ

ＣＦ－１５Ａ

Ｔ１

Ｔ２

Ｏ１

Ｏ２

Ｐ２

Ｃ１

Ｓ２

Ｓ１

ＬＯＣ－１３

Ｃ１Ｔ

Ｔ１Ｒ

Ｔ１Ｔ

Ｃ１Ｒ

Ｅ
Ｅ

ａ１

ａ１ 警報回路へ
Ａ

負荷側

電源側

ｔ

ｔ

Ｔ

ｙ１

ｙ２

Ｅ ＥＤＡ

ＺＰＣ－９Ｂ

ＥＤ

ＥＤ

Ｍ

Ｚ２

Ｚ１

Ｙ２

Ｙ１

Ｎ

Ｐ１

Ｐ２

ａ１

ｃ１

ａ２

ｃ２

Ｅ

ＡＭ

Ｒ

Ｓ

Ｔ

ａ１

ａ２

メーター切替スイッチ

ＡＣ１００Ｖ

トリップ電源

ＣＢ補助接点

Ｃ２Ｔ２Ｔ

Ｃ２Ｔ２Ｒ

 

 



 

 

 

                   

3) 多分岐回路の場合（LDG-26，LDG-25 と ZPC-9B の場合） 
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継電器と ZPC との組み合わせ  
 

1) LDG-26は ZPC-9B との組み合わせに限ります。ZPC-1 シリーズとは組み合わせができません。 

既設の ZPCに LDG-26 を組み合わせる場合は、ZPCの形式をご確認ください。 

2) LDG-25は LDG-26 との組み合わせに限ります。 

LDG-26 と組み合わせる場合、多回路用は LDG-25に限ります。 

他の LDGシリーズ及び LVGシリーズとは互換性がありません。 

 

 

施工上の注意  
 

1) 配線する際は、外部接続図例を参考にして誤りのないように配線してください。 

2) ZPC-9B を使用する際は、高圧側絶縁電線の被覆を取り除いて接続してください。
 

3) ZPC-9Bの付属電線 CF-89は必ずそのままでご使用ください。切りつめることや他の電線で延長することはしない

でください。また、CF-89 のたるんだ部分は､高圧部より 70mm以上離して固定してください｡
 

 

 



 

 

 

                   

設計のポイント  
 

1) 受電所内の配電系統が、3 段以上の場合 
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3) 受電所と二次変電所が離れている場合 
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受電所と二次変電所と別々に構成し、受電所は動作時

間 0.5 秒でロック協調をとります。（特注品） 

2) 引き込み用負荷開閉器が受電所と離れている場合 
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方向性 SOG付負荷開閉器と受電所との距離がある時

には、受電所内でロック協調をとる構成が望ましい。 

 

注 意 
     

1) ZPC-9Bは接地補償用のコンデンサではありません。 

静電容量が小さいので、6.6kV/3.3kV絶縁変圧器二

次側に使用される接地補償用コンデンサとしては、使

用できません。 

2) 構内第 1 柱と受電盤または受電盤と二次変電所との

距離が 100ｍ以上離れている場合は、現場における

試験が困難になりますので、それぞれ独立して ZPC

を設け、LDG-26、25 と組み合わせてご使用ください。 

3) 誘導については、静電、電磁誘導、電波障害等があり

ます。信号線にはこれ等が複合された誘導となりま

す。継電器を安定な状態で動作させるための信号線

の長さは測定がむずかしく決めることはできませんが、

これまでの当社の経験から信号線が 100ｍを越えます

と誤動作することがあります。そのために、Z1，Z2，Y1，

Y2，M，N の信号線は目安として、100ｍ以内でご計画

ください。尚、信号線はシールド線をご使用ください。 
 

 

 

 



 

 

 

                   

構成機器  
 

外      観 結   線   図 仕      様 
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零相変流器 

 
形 式 M64 (200A) 

最 高 電 圧 6.9kV 

過 電 流 強 度 40倍 1秒 

絶 縁 階 級 6号 A 

商用周波耐電圧 AC22kV、1分間 

材 質 エポキシ樹脂 

極 性 減極性 

使 用 場 所 屋内 

 

（注） 写真、形式は代表例です。 

詳細は零相変流器のカタログを参

照してください。 
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零相蓄電器 （碍子形） 

 

形 式 ZPC-9B 

定 格 電 圧 6.6kV 

絶 縁 階 級 6号 A 

商用周波耐電圧 AC22kV、1分間 

静 電 容 量 250pF×3 

曲 げ 耐 荷 重 3528N （360kgf） 

材 質 エポキシ樹脂 

質 量 約 3.5kg 

使 用 場 所 屋内 
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補助継電器 

 
形 式 CF-15A 

ト リ ッ プ 電 源 AC100V 50/60Hz 

商用周波耐電圧 AC2000V   1 分間 

質 量 約 1.6Kg 

用 途 トリップコイル 

電流制限用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

                   

外形図  
 

LDG-25, LDG-26 

角 穴

取付穴寸法図
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形式
寸法 Ｍ４１ Ｍ６４ Ｍ１０６ Ｍ１２０ Ｍ１５６

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

Ｌ

４１

５７

７８

６４ １０６ １２０ １５６

７５ １０４ １０７ １４５

９８ １２７ １４０ １７５

６２ ８２ １０９ １１０ １４５

６６ ８３ １１２ １２０ １６０

５０ ６７ ９４ ９０ １３０

４２

４４

２２

１９

１２

７

５９

６１

２２

１９

１５

９

８６

８８

２５

２２

１５

９

９０

９５

３３

３１

１５

１０

１２８

１３１

４３

４０

１５

１１

Ｍシリーズ（貫通形）寸法表
 

        （注）M56, M240 も組み合わせできます。詳細は零相変流器のカタログを参照してください。 

DM70, DM100 

Ａ

Ｋ Ｌ

端子記号

Ｋ

Ｅ

Ｆ

φ
Ｄ

Ｇ

Ｃ

１５ Ｂ １５

９

１５φ９穴

Ｈ
Ｉ
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端子カバー

 
 

 

 

 

 

形式
寸法 ＤＭ７０ ＤＭ１００

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

１７２

２５０

２８０

２００

２８０

３１０

７０ １００

４７ ５１

６４ ７０

２３０

８７

９０

２６０

１０１

ー

ＤＭシリーズ（分割形）寸法表
 

          （注）DM55は同一製番による組み合わせになります。詳細は零相変流器のカタログを参照してください。 
 



 

 

 

                   

ZPC-9B 
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丸胴ケース用アダプター  
 

CF-111 （角胴埋込用） 
 

角穴

２
１
６

１
８
０

１
６
８

１
６
０

１８０

１４０

８５

４０

Ｒ
１
０

２.３ １５

４－Ｍ５

（１４０）

８５

１
９
６

（
１
６
０
）

２－φ６穴

（４－φ７穴）

（
φ
１
６
０
）

盤加工図
 

 
 

CF-154 (角胴裏面取付用) 
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従来の丸胴形継電器の取り付け穴を利用する場合は、アダプター CF-111、またはCF-154をご利用ください。 

ただし、CF-111の場合は、盤の追加工が必要となります。 

また、CF-154の場合は、内部ユニットの引き抜きができなくなります。 

 



 

 

 

                   

   
 

 

特殊仕様例  
 

 
1) 自動復帰方式 

 2) 動作時間整定値 0.5s
 

3) 3.3kV電路用 

4) その他の特殊仕様につきましては、お問い合わせください。
 

     

   ※ 特殊仕様には形式に Sが付きます。 

 

ご注文の手引き 
 

    ご注文に際しては次の事項をお知らせください。 
 

1) 継電器の形式及び個数 

2) 零相変流器の形式及び個数 

3) 零相蓄電器の形式及び個数 

4) 付属品の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

本           社 〒104－0061 東京都中央区銀座 7-4-14（光ビル） TEL 03-3573-1362 FAX 03-3572-0149 

大 阪 営 業 所 〒530－0047 大阪市北区西天満 6-8-7（DK ビル） TEL 06-6364-7881 FAX 06-6365-8936 

名 古 屋 営 業 所 〒460－0008 名古屋市中区栄 4-3-26（昭和ビル） TEL 052-241-9421 FAX 052-251-9228 

福 岡 営 業 所 〒810－0001 福岡市中央区天神 4-4-24（新光ビル） TEL 092-781-0771 FAX 092-714-0852 

茨  城  工  場 〒306－0204 茨城県古河市下大野 2000 TEL 0280-92-0355 FAX 0280-92-3709 

川崎流通センター 〒216－0005 川崎市宮前区土橋 6-1-3 TEL 044-866-9110 FAX 044-877-7188 

 

お問い合わせ・資料のご要求は・・・・・・・本社継電器営業部・営業所継電器課へ。 

フリーダイヤルによる技術的なお問い合わせ・・・・・・・0120-58-7750 （技術グループ） 

 
土、日、祝日、当社休業日を除く  9:00～11:45 / 12:45～17:00   携帯電話・PHSなどではご利用いただけません。 

電話がかかりにくい場合もございますので、この場合は FAXをご利用いただきますようお願い申し上げます。 

FAX による技術的なお問い合わせ・・・・・・・・・・・・・・・0280-92-6706 （技術グループ） 

 

●   お断りなしに、外観、仕様などの一部を変更することがありますので、ご了承ください。 

尚、最新の情報はホームページにてご案内致しております。 URL  http://www.hikari-gr.co.jp 
 


